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　 3月19日㈬午後 4時30分より岩室温泉「ゆもとや」にて、組
合の恒例行事である合同委員会が開催された。合同委員会では、
佐藤理事長より挨拶があり、 7つの常任委員会からは各委員会
の活動報告について発表があった。合同委員会終了後、引き続
き懇親会が行われ、本谷副理事長の乾杯のご発声で開宴し、委
員同士懇親を深め、江部副理事長の中締めでお開きとなった。

【排水設備工事委員会】
〇�今年度の活動計画と視察旅行について議論し、令和 5年度に参加した下水
道フェスタ等のイベントが令和 6年度は新潟市での開催予定がないため参
加を断念したが、今後新潟市で同様のイベントがあれば積極的に参加する
意向である。
〇�新潟市排水設備部会から発出された通知文を受け、問題点について議論を
行った。
〇�新潟市下水道部と面談を行い「事務連絡会議」、「意見交換会」の再開を申し入れ、必要であれば再開を検
討するとの回答をいただいた。
〇�10月17日～18日に視察研修を実施した。
〇�新潟市下水道部への要望事項など協議を行い、要望書提出の為、新潟市下水道部と面談を行った。

【厚生企画委員会】
〇�7 月 5 日にANAクラウンプラザホテルで開催された納涼会の企画・運営。
〇�11月 1 日にラウンドワン・ANAクラウンプラザホテルで開催された第45
回ボウリング大会及び表彰式の企画・運営
〇�納涼会・ボウリング大会の企画・運営を行った結果、今年度は、納涼会・
ボウリング大会ともに若手の参加者が増え、活気に満ち溢れた会となった。
また、多くの方に参加して頂き、今年度も盛大に開催する事が出来た。次
年度も老若男女問わず多くの方から参加していただけるよう、より良い会が開催できるように取り組んで
いきたい

【広報委員会】
〇�主な活動として、組合HP更新、管理、ビジネス情報の配信、管工ニュー
スの編集及び広報を行った。
〇�10月 4 日～ 5日に視察研修を実施した。
〇�次年度の取り組みとして管工ニュース、組合ホームページについてまだま
だ課題があるので引き続き協議していきたい。
〇�青年部で業界をPRすることを目的として広報チームが立ち上がったので、
委員会としても青年部からのオファーがあり次第、協議をしていきたい。

【共同受注委員会】
〇�11月 6 日～ 7日に視察研修を実施した。
〇�懸案事項となっている「検定満期メーター取替業務」での事故防止対策と
して、今後従事者にアンケートを実施予定。

【設備委員会】
〇�今年度は能登半島地震の災害応援のため新潟市建築部との設備工事技術研
究会の開催を見送らせてほしいとの依頼があり開催することができなかった。
〇�新潟市から発注計画のある案件について、設計段階における注意点などアドバイスしてほしいとの要望が
あり、委員会で対応した。
〇�11月 7 日～ 8日に視察研修を実施した。

令和6年度合同委員会開催

2 第 104 号



〇�今年度は多くの活動実績を残すことができなかったが、今後もより一層
関係各所との連携や関りを密にし、地域社会の発展に貢献できるよう努
めていきたい。

【給配水工事委員会】
〇�3 月26日に給配水工事委員会含む組合員19社での七尾市応急復旧作業が
完了となった。
〇�3 月29日に給配水工事委員会含む組合員14社で珠洲市対応の説明会を開
催し、 4月 1日より珠洲市へ応急復旧に向かい 5月13日に応急復旧が完
了した。
〇�資材販売価格の値上げについて協議し、令和 6年 8月 1日より価格改定
となった。
〇�能登半島地震における下水災に係る配水管工事について、新潟市水道局
より今後の対応、対策について説明を受けた。
〇�新潟市水道局への給配水工事についての意見要望書を提出した。
〇�令和 7年度に実施する視察研修について協議を行った。

【技術教育委員会】
〇�今年度の各種講習会や視察研修について協議を行った。
〇�給水装置工事配管技能検定会の監督員派遣要請があり 2名選出し派遣し
た。
〇�11月29日～30日に視察研修を実施した。
〇�技能検定受験準備講習会では講師派遣要請に対して実技講師 2名、学科
講師 1名の計 3名を選任し派遣した。
〇�令和 7年度も各種検定会、講習会への監督員、講師の派遣、事故防止活動を中心に活動していく予定。
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　 4月 2日㈬午前、午後、 3日㈭午前、午後の 4回に分けて、新潟市水道局水道研修センターを会場に、配
水用ポリエチレンパイプシステム協会主催による水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会が開催された。
　水道配水用ポリエチレン管・継手は、耐震管に認定された事により、採用件数が増加しているが、この管・
継手は、管接合に電気融着方式を採用しており、従来の施工方法とは大きく異なることから、県内水道事業
体においても「水道配水用ポリエチレン管の配管作業に従事する技能者は、配水用ポリエチレンパイプシス
テム協会が開催している水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会を受講したものでなければならない」
と、規定するところが多くなっている。
　今年は受講者64名が参加し、座学講習、実技実習の後、確認試験が行われ、合格した受講者には、後日受
講証が交付された。

　 4月16日㈬午後 ５時30分より、ハミングプラザVIPにて新潟市水道局水道事業研修会が開催され、組合
員30社33名が参加した。
　研修会は、新潟市水道局技術部給水装置課 渡辺課長が講師となり「組織改正と給水業務」についての研
修が行われた。組織改正の概要では、目的、ポイントについて説明があり、給水装置課の体制では改正前と
改正後の業務内容や担当部署について説明があった。また、電子申請については、目的やメリット、電子申
請の流れについて説明があった。終わりに、業務の効率化を進めることは生産の向上にもつながるので、今
後も業務の効率化を進めていくとのことであった。
　研修会終了後には、同会場において意見交換会が開催され、有意義な意見交換が行われた。

水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会開催（資格取得講習）
共催　新潟市水道局、新潟県水道工事業協同組合連合会

配水用ポリエチレンパイプシステム協会　主催

新潟市水道局 水道事業研修会開催
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国土交通省及び農林水産省は、令和６年度に実施した公共事業労務調査に
基づき、令和７年３月からの公共工事の工事費の積算に用いるための公共
工事設計労務費単価を決定した。単価の決定にあたっては、必要な法定福
利費相当額や義務化分の有給休暇取得に要する費用のほか、時間外労働時
間を短縮するために必要な費用を反映している。
加えて、元請企業から下請企業を経由せず、直接支給する手当がある実態
を踏まえ、この手当を新たに反映している。

令和７年３月から適用する
公共工事設計労務単価決定

新潟県配管工
26,000円

 

地方連絡
協議会名 都道府県名 令和6年度

配管工
令和7年度
配管工

特　殊
作業員

普　通
作業員 軽作業員 ダクト工 保温工 設　備

機械工
交　　通
誘導員Ａ

北海道 北 海 道 24,100 25,500 25,300 20,900 18,900 25,200 28,400 28,500 17,500

東　北

青 森 県 23,600 25,000 29,400 21,700 18,100 24,100 26,700 27,700 16,300
岩 手 県 25,200 26,500 27,800 23,100 18,500 24,100 26,400 27,300 17,200
宮 城 県 26,400 27,700 29,300 22,900 19,900 24,600 26,300 27,200 18,700
秋 田 県 23,100 24,300 27,800 22,000 19,400 24,200 26,800 27,700 16,500
山 形 県 25,400 27,000 28,000 22,100 20,400 25,900 26,800 27,800 18,800
福 島 県 25,900 27,400 29,600 23,000 21,700 25,300 26,700 27,500 18,900

関　東

茨 城 県 26,000 27,200 26,200 24,900 16,800 28,800 27,300 27,600 18,800
栃 木 県 26,100 27,800 26,300 23,800 16,900 29,000 27,800 28,100 18,700
群 馬 県 25,200 26,500 26,000 24,800 17,800 27,600 27,400 27,700 17,600
埼 玉 県 25,800 27,100 27,900 25,400 17,700 29,200 27,400 27,700 18,700
千 葉 県 26,300 27,700 29,000 25,100 17,600 28,900 27,500 27,800 19,300
東 京 都 27,000 28,600 29,900 26,800 18,500 29,600 27,700 28,000 20,200
神奈川県 25,600 26,900 29,900 26,500 18,000 28,300 27,400 27,800 19,900
山 梨 県 25,600 27,000 28,500 26,400 17,600 28,200 27,500 27,800 18,200
長 野 県 24,900 26,100 27,300 24,100 18,500 27,600 27,300 27,600 16,700

北　陸
新 潟 県 24,800 26,000 27,600 22,900 21,600 23,700 27,200 28,800 18,300
富 山 県 24,900 26,300 30,900 24,400 20,300 24,400 27,300 29,000 18,200
石 川 県 25,300 26,600 30,000 25,300 20,300 24,600 27,500 29,100 19,000

中　部

岐 阜 県 24,200 25,700 28,000 24,800 18,600 26,900 30,000 30,700 19,600
静 岡 県 24,300 25,700 27,700 26,000 16,800 28,700 29,700 30,700 20,200
愛 知 県 24,600 26,100 29,200 24,800 19,100 27,100 29,800 30,700 20,900
三 重 県 24,900 26,200 27,600 23,700 17,900 28,000 29,700 30,400 19,700

近　畿

福 井 県 23,800 25,900 26,000 21,300 16,600 25,400 28,700 27,300 18,200
滋 賀 県 24,500 26,600 26,300 22,700 17,400 26,400 29,300 28,500 17,500
京 都 府 24,400 26,500 25,700 23,800 16,400 26,800 29,000 28,200 17,600
大 阪 府 25,000 27,200 27,400 23,300 16,300 26,100 28,800 28,000 17,400
兵 庫 県 22,500 24,400 24,700 23,500 16,300 25,700 28,900 28,000 17,800
奈 良 県 25,000 27,200 27,700 23,400 17,300 27,200 29,300 27,900 17,900
和歌山県 24,000 26,100 26,700 23,600 16,700 26,900 29,000 27,600 17,300

中　国

鳥 取 県 21,500 23,700 22,900 17,900 16,200 22,800 23,700 27,600 17,800
島 根 県 21,200 23,300 23,200 19,200 16,300 22,800 23,700 27,500 17,800
岡 山 県 22,200 24,600 24,800 21,100 16,800 23,200 24,000 27,800 18,500
広 島 県 21,400 23,600 25,100 21,900 16,600 22,800 23,800 27,700 18,500
山 口 県 21,700 23,800 23,200 19,900 16,300 22,600 23,700 27,500 18,000

四　国

徳 島 県 22,000 24,300 24,900 23,400 16,800 23,100 ― 26,200 16,700
香 川 県 23,000 25,300 25,800 24,000 16,800 23,000 ― 26,300 16,800
愛 媛 県 21,900 24,000 24,300 21,000 16,300 23,000 ― 26,200 16,000
高 知 県 21,600 23,400 23,800 21,200 17,100 22,800 ― 26,200 15,100

九　州

福 岡 県 22,800 24,600 26,700 23,100 16,100 24,700 25,800 28,100 16,600
佐 賀 県 22,400 24,100 23,600 19,800 15,600 24,400 25,800 28,400 16,500
長 崎 県 22,300 24,100 24,600 20,800 16,400 24,700 25,800 28,500 16,700
熊 本 県 21,900 23,600 25,100 21,300 17,300 24,400 25,700 28,100 16,200
大 分 県 22,700 24,400 23,900 19,800 16,300 24,700 25,600 27,900 16,400
宮 崎 県 21,700 23,300 26,700 19,300 16,400 24,600 25,700 27,900 16,400
鹿児島県 22,100 23,600 29,200 20,800 17,600 24,400 25,600 27,700 17,500

沖　縄 沖 縄 県 20,300 21,800 26,200 22,300 17,100 21,300 ― 24,500 15,300

公共工事設計労務単価 （単位；円）
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　 2月21日㈮、志津川水産一家部にて、青年部第一
回全体会議、新年会を開催した。青年部では、ボラ
ンティアチーム・フェスタチーム・研修会チーム・
広報チームの 4チームに分かれて活動を進めており、
それぞれの進捗状況について情報共有を行った。ま
た、 3 /21㈮に予定している組合三役と青年部との
意見交換会の内容について、再度確認を行ったほか、
青年中央会主催の研修会参加報告があった。会議後
は、新年会を開催し、大変賑やかな宴となった。

青年部  令和6年度
第１回全体会議、新年会開催

新潟県水道工事業協同組合連合会
事務局研修会開催

　 4月 4日㈮、日本料理 しまやにおいて、新潟県水道工事業協同組合連合会事務局研修会が開催された。
この研修会は、県内単組事務局職員の資質向上と組合間相互の懇親を目的として開催されており、今年は 2
月に行われた全管連事務局研修へ参加した新潟市組合業務課吉田係長より京都府管工事工業協同組合の「人
材育成プログラム作成の経緯」と、「組合間交流」、広島県管
工事協同組合連合会の「広島県における広域化（水道事業の
統一）の動向について」の報告が行われた。その後、意見交
換会では、十日町管工事業協同組合青年部の高校出前授業に
ついて、出前授業を行うことになった経緯や、事業の流れに
ついて説明を受けた。また、長岡管工事業協同組合と㈱大光
銀行が組合の活性化、持続可能なまちづくりの実現に向けて
包括連携協定を締結したことについて報告があった。
　研修会終了後は懇親会が開催され、事務局職員同士、お互
いの組合の近況報告や情報交換等を行い大いに盛り上がった。
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青年部活動報告
～組合三役と青年部との意見交換会開催～
　 3月21日㈮ホテルイタリア軒にて、組合三役と青年部との意見交換会を開催した。初めに倉田部長及び佐
藤理事長から開会の挨拶があったあと、令和 6年度に実施した研修会や水道フェスタへの参加など、青年部
事業について報告があった。その後に行われた意見交換会の内容は下記の通り。

①�青年部拡大　青年部員が減少していく状況の中、本組合に
加入している事業者の方々にも青年部に加入してもらうよ
うに促進して頂きたい。

【回答】　
中村専務：各社それぞれの事情もあり、なかなか加入に繋
がりにくいのかもしれないが、継続してPRすることが大切、
要望があれば 6月の総会の場でもPR時間を設けることも可
能。
佐藤理事長：理事役員の方の会社内で候補者がいれば、働き
かけをしていきたい。
②�近年のコロナ禍の影響もあり、水道局へ講習のお願いを自
粛していたが、来年度から再度お願いしても宜しいでしょ
うか？

【回答】　
中村専務：コロナを理由にして中断されたのであれば、水道
局の方に講習会開催の要望を伝えていってよいと思う。
③�三役の皆様が青年部（活動）に対して期待する事をお聞か
せ願いたい。

【回答】
中村専務：高校生をターゲットに出前授業などを行ってみて
はどうか
佐藤理事長：水道フェスタに限らず、様々な実働的な活動を
期待したい。また外部団体を含めた親睦を深め、これからの
業界のさらなる発展のために尽力していただきたい。
④�この業界の不人気さ、特に若手不足についてどう思うか。
【回答】
中村専務：この業界が担っている役割は社会的に本当に大事
な部分であるが、実際イメージというのは業界全体過去から
のイメージが刷り込まれているのもあるので、近年週休二日
など皆さん努力されているのは伝わりづらいというところも
あります。イメージを変えることは私どもだけではなかなか
難しく、全国の業界の皆様の課題だと思っておりますので、
全管連を通じて国などに私たちの置かれている厳しい状況を
何とかしてほしいということを伝えていき、全管連を活用し
イメージアップをしていく必要があると思う。

⑤�災害時における指揮系統の明確化・復旧体制の構築につい
ての進捗状況

【回答】
江部副理事長：能登半島地震発生後、その日のうちに水道局
から依頼があったため、直ちに班編成に取りかかり、復旧に
あたった。組合が水道局と災害協定を結んでいるので、理事
長・副理事長へ連絡を取り、災害本部を立ち上げて復旧にあ
たった。今後も災害が起こった場合は、組合で体制を整えて
やっていきたい。
青木常務：災害本部立ち上げのマニュアルはあるが、理事会
内でしか共有していない為、今後、何らかの方法で皆さんへ
お知らせしたい
⑥�親組合ではどのような取り組み（研修会や業界PRなど）
を行っているのか、また、それに対する成果はあるのか

【回答】
中村専務：施工講習会や技能検定の受験準備講習会を開催し
ており、技術・技能の取得をサポートしているが、その後の
成果については測りがたいため、未知数な部分がある。また
業界のPRについて、組合のホームページや管工ニュースに
てＰＲを行っているが、対外的に業界ＰＲを目的とした内容
ではないため、今後、イメージ向上を図っていく必要がある。
【青年部広報チームからの要望】
組合ホームページ・ポスターについて
現状のホームページは、制作してから数十年過ぎており、ス
マホからアクセスできない、動画をアップロード出来ないな
ど多くの問題を抱えている。他社が行ったアンケートでは、
近年の若者が就活情報を収集するにあたってＳＮＳやホーム
ページに重点を置いているというデータがある。このことか
らもホームページを改修し、業界ＰＲの動画をアップロード
や組合員の求人情報の掲載などを行いたい。また、高校など
に業界をPRするポスターを配布したいので予算計上を願い
たい。
【回答】
佐藤理事長：こうした提案があったことを、広報委員会へ伝
え、打診していきたいと思う。
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女性の会水華
フラワーアレンジメント体験
　 3月 8日㈯午前10時30分から、女性の会水華では恒例となっ
たフラワーアレンジメント体験を実施し、今年は「春爛漫の寄
せ植え風アレンジメント」をテーマに作成した。参加者は会員・
事務局合わせて 8名。
　本間会長から「綺麗なお花に触れて日常の疲れを癒していき
ましょう」とのご挨拶の後、講師の横山恵里子先生より「今年
は開催時期を変えて依頼していただいたので春らしいアレンジ
メントを御用意しました。ちょうど今日が国際女性デーで、イ
タリアでは女性に感謝を込めてミモザが贈られているそうです。
黄色くてフワフワした可愛らしいお花ですので今回はアレンジ
に加えさせていただきました。」とご挨拶をいただき、横山先
生の講習に移った。
　メインの花・高さのある花・空間に入れる小花・アクセント
の実もの・隙間を埋めるための葉ものなど、花材の特性なども
合わせて丁寧に説明してい
ただき、皆さんが先生の見
本を見ながらも思い思いに
作業に取り組み、個性ある
作品を完成させて、楽しい
時間を過ごすことができた。
　終了後には、出来上がっ
た作品とお弁当を持ち帰り、
家庭でも春の香りと味覚を
楽しんでいただいた。
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優勝は山下大輔さん（㈱山下技建）

ゴルフクラブ主催

　 4 月26日（土）フォレストカントリー倶楽部に
て第140回管工事ゴルフコンペが開催されました。
コンペ当日は天気が良く、スコアもみんな競い
あって最高のゴルフ日和でした！ 
　表彰式は「かき忠」にて行われ、山下大輔さん（㈱
山下技建）が 2 回目で優勝し、表彰式も盛大に盛
り上がりました！ 
� （報告：ゴルフクラブH）

第140回管工事ゴルフクラブ　ゴルフコンペ上位入賞者
順位 氏名 OUT IN GROSS HDCP NET

優　勝 山　下　大　輔（㈱山下技建） 49 49 98 22.4 75.6 

準優勝 羽　賀　　　睦（㈱暁工業） 47 45 92 16.0 76.0 

3 山　作　奈穂子（㈱田代商会） 50 48 98 20.8 77.2 

4 太　田　博　道（新潟配管㈱） 52 51 103 25.6 77.4 

5 本　谷　正　典（㈲鳥屋野設備） 49 51 100 22.4 77.6 
（敬称略）

第140回管工事ゴルフコンペ開催

優勝　山下大輔さん（㈱山下技建）
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R７.４.1 現在

10 第 104 号



11第 104 号



•••••••••••••• 組合員、賛助会員の動き（R7.2～R7.4） ••••••••••••••

本号も最後まで読んでいただき、ありがとうございました。いかがでしたでしょうか？
寒い冬も終わり暖かく過ごしやすい季節となりました。季節の変わり目は体調を崩す人が多いといいます。
無理をせず特に現場作業の方はこまめに水分補給や休憩をとって仕事に従事してください。
これからも変化のある情報や取り組みを発信してまいります。ご意見やご感想、情報などございましたら、
お気軽にお寄せください。お待ちしております。

編
集
後
記

【本部　組合員】
◎代表者変更

事業所名 新代表者 旧代表者
興洋管建　株式会社 星井　信之 星野　幸作

新潟上下水　株式会社 山下　太郎 山下　泰比古

株式会社　新潟日立 林　　賢一 足立　　裕
　
【新津支部　準組合員】
◎代表者変更

事業所名 新代表者 旧代表者
星田建設　株式会社 星田　貴之 星田　浩意

　
【西蒲支部　組合員】
◎脱退

事業所名 代表者
本田土木建設　株式会社 芹澤　良子

　
【西蒲支部　準組合員】
◎脱退

事業所名 代表者
小林住設 小林　紀子

　
【賛助会員】
◎代表者変更

事業所名 新代表者 旧代表者
前澤化成工業　株式会社　北関東支店　新潟営業所 永井　大輔 笹布　真生

ビ ネ 情ジ ス 報
発送
番号 発送月日 内　　　　容　

令和 ６ 年度

50 2 月10日 水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会開催について

51 2 月10日 家畜の飼養農場に立ち入る事業者に対する飼養衛生管理への協力依頼について

52 2 月18日 令和 7 年度管工事・土木施工管理技術検定試験の実施について

53 2 月28日 令和 7 年 3 月から適用する公共工事設計労務単価について

54 3 月 7 日 請負業者賠償責任保険の提出方法について

55 3 月12日 産業廃棄物収集運搬許可申請に関する講習会の日程について

56 3 月14日 一般財団法人　地域開発研究所主催
令和 7 年度 1 級・ 2 級管工事・土木施工管理技術検定試験受検講習会のご案内

57 3 月18日 新潟市水道局からのお願いについて（連絡）

58 3 月18日 令和 7 年度 ダクタイル管接合講習会の開催について

59 3 月24日 屋外洗い場の排水処理について（排水設備部会長からのお知らせ）

60 3 月27日 請負業者賠償責任保険について

令和 ７ 年度

1 4 月 4 日 建設工事総合評価方式試行要領の総合評価点算定基準改定のお知らせ

2 4 月11日 排水設備工事に係る電子申請の運用開始について

3 4 月16日 令和 ７ 年度「液化石油ガス設備士」各講習会開催予定について

4 4 月16日 新潟市管工事業協同組合第56回通常総会の日程について（お知らせ）

5 4 月16日 水道メーター取替等に伴うメーターの返却方法について（お願い）

6 4 月21日 管材・合材等販売店のゴールデンウィーク営業予定のお知らせ

7 4 月23日 下水道台帳のインターネット公開について

8 4 月23日 令和 ７ 年度在職者訓練「配管初級コース」の実施について

組 の き合 動

月　日 内　　　　容
2月 4日 青年部　役員会
2月 7日 共同受注委員会
〃 女性の会「水華」　新年会

2月12日 理事会
2月20日 青年部　広報チーム会議
2月21日 青年部　全体会議、新年会
2月25日 県水連　常任理事会
2月27日 給配水工事委員会　水道局との意見交換会
2月28日 広報委員会
3月 6日 青年部　役員会
3月 7日 給配水工事委員会
3月 8日 女性の会「水華」　フラワーアレンジメント体験
3月12日 理事会
3月19日 合同委員会
3月21日 青年部　組合三役との意見交換会
3月27日 厚生・企画委員会
4月 2日 県水連　水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会（午前・午後）
4月 3日 県水連　水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会（午前・午後）
4月 4日 県水連　事務局研修会
4月 9日 理事会
4月16日 新潟市水道局水道事業研修会
4月22日 女性の会「水華」　役員会
4月23日 青年部　役員会
4月24日 釣りクラブ　役員会
4月26日 管工事ゴルフクラブ　ゴルフコンペ
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